
本宮市の土地利用を考える
市の土地利用の指針とするため、市民の皆さんのご意見などを反映させながら、
平成26年3月の市議会の議決を経て、『本宮市国土利用計画』を策定しました。

本
宮
市
は
、
江
戸
時
代

に
奥
州
街
道
の
宿
場

町
と
し
て
栄
え
た
歴
史
を
持

ち
、
古
く
か
ら
交
通
の
要
衝

と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在

も
、
磐
越
自
動
車
道
が
交
わ

る
郡
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
に

近
く
、
東
北
自
動
車
道
と
国

道
４
号
が
南
北
に
走
り
、
陸

の
港
と
し
て
発
展
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

東
西
の
郊
外
か
ら
中
心
市
街

地
や
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
な

ど
、
定
住
基
盤
整
備
な
ど
の

課
題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
震
災
後
、
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
や
人
口
減
対

策
な
ど
、
土
地
利
用
に
対
す

る
期
待
は
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

震
災
後
の
復
興
や
、
地
域

の
活
性
化
の
た
め
に
は
、
そ

う
い
っ
た
本
宮
市
の
地
域
性

の
ほ
か
、
自
然
環
境
、
歴
史

を
ふ
ま
え
、
土
地
利
用
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
あ
る
土
地
を
守
る

　

豊
か
な
自
然
を
守
り
、
人
間

活
動
と
自
然
と
が
調
和
し
た
土

地
利
用
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

農
用
地
は
計
画
的
に
土
地
利
用

を
進
め
、
耕
作
放
棄
地
は
普
通

畑
や
採
草
放
牧
地
と
し
て
有
効

利
用
し
保
全
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
心
市
街
地
は
、
快

適
な
生
活
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
と

し
て
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

新
し
い
土
地
利
用
の
創
造

　

恵
ま
れ
た
交
通
条
件
を
活
用

し
、
本
宮
Ｉ
Ｃ
周
辺
・
国
道
４

号
な
ど
の
幹
線
道
路
沿
い
と
白

沢
地
区
に
工
業
用
地
を
選
定

し
、
産
業
開
発
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
市
街
地
の
住
環
境
整

備
と
民
間
活
力
を
生
か
し
新
た

な
住
宅
地
造
成
を
計
画
的
に
誘

導
し
、
定
住
に
つ
な
が
る
土
地

利
用
を
促
進
し
ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興

　

災
害
に
対
す
る
地
域
ご
と
の

特
性
を
考
え
た
「
防
災
」
の
強

化
に
加
え
、
被
災
時
の
被
害
を

最
小
限
に
食
い
止
め
る
「
減

災
」
を
ふ
ま
え
て
、
地
域
か
ら

市
全
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階

で
、
土
地
の
安
全
性
を
総
合
的

に
高
め
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。

　

ま
た
、
土
地
利
用
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
放
射
性
物
質
に

つ
い
て
は
、
除
染
を
強
力
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

　本宮市商工会  会長

　小沼  貞彦 さん
（株）白岩屋商店  代表取締役。
本宮市国土利用計画審議会  副会長。

本宮の地の発展には住民のチカラが必要
　本宮は、福島の交通の要衝、物流の基地、生活の基地として発
展してきました。工業団地を中心に企業も多く、震災後も進出企
業が１２社入ってきています。
　商店街では、私が小学生の頃まで旧道沿いにあふれていた店々
が、約２０年前には半分に減ってしまっていました。その後、平
成１５年～１８年の旧道道路拡張で、精肉店や理容店、青果店な
ど店が増えました。
　近年では、商店街の人たちが中心となって運営するモットコム
もとみやによる FM放送やさまざまなイベント企画を行ってい
ます。さらには、子育て支援商業施設 ｢ソレイユもとみや｣のオー
プンなどにぎわいづくりは広がってきています。本宮の地を発展
させていくには、官民が協力し、住民の人たちが力を合わせたま
ちづくりも大切になってくるのではないではないでしょうか。

土
地
使
用
の
目
標
を

　

平
成
22
年
度
を
基
準
に
平
成

32
年
度
ま
で
の
目
標
を
定
め
、

整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

土
地
利
用
の
基
本
構
想
に
基
づ

く
各
利
用
区
分
の
目
標
規
模
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

土地の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標 単位：ha（％）

 現状
　　 と
　　　課題

STEP1

 今後
　　 の
　　　方針

STEP2

 目標
　　 と
　　　計画

STEP3

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
合
う
計
画

　

市
を
構
成
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
自
然
的
、
社
会
的
、
経

済
的
、
文
化
的
諸
条
件
を
考
慮

し
て
、
５
つ
の
地
区
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
の
現
況
を
分
析
し
、

計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。
▼

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
推
進
課　

政
策
推
進
係

　
（
内
線
２
１
８
）

▲本宮市の自然を守りながら、新たな土地利用を
推進します

URL:http://www.city.motomiya.lg.jp/soshiki/2/

kokudoriyou.html 23 広報もとみや８月号 広報もとみや８月号

区分 平成22年度現在 平成32年度目標 増減

農用地 2,356（26.8％） 2,288（26.0％） ▲68（▲0.8％）

農地 2,338（26.6％） 2,270（25.8％） ▲68（▲0.8％）

採草放牧地 18（  0.2％） 18（  0.2％） 0（　0.0%）

森林 2,702（30.7％） 2,679（30.5％） ▲23（▲0.2％）

原野 25（  0.3％） 25（  0.3％） 0（　0.0％）

水面・河川・水路 312（  3.6％） 312（  3.6％） 0（　0.0％）

道路 952（10.8％） 962（10.9％） 10（　0.1％）

宅地 859（  9.8％） 926（10.5％） 67（　0.7％）
住宅地 424（  4.8％） 452（  5.1％） 28（　0.3％）

工業用地 123（  1.4％） 147（  1.7％） 24（　0.3％）

その他の宅地 312（  3.6％） 327（  3.7％） 15（　0.1％）

その他 1,588（18.0％） 1,602（18.2％） 14（　0.2％）

合計 8,794 8,794 － 平成12年度 平成２2年度

森林面積の変化

2,845ha2,845ha 2,702ha2,702ha

10年間で
約5.0％減


